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件 名
湖 国 の み ち づ く り 道 路 行 政

平成１６年度達成度報告書／平成１７年度業績計画書　について

　　　　　　副主幹　　　三和　啓司

　　　　　　副主幹　　　吉川　誠一

　近畿地区幹線道路協議会滋賀県分科会（滋賀県・滋賀国道事務所）では、湖国
のみちづくり道路行政「平成１６年度達成度報告書／平成１７年度業績計画書」
を策定しました。

　策定された背景には、平成１４年度より「行政機関の行う政策の評価に関する
法律」が施行され、成果志向への行政の転換が推進されていること。また「経済
財政運営と構造改革に関する基本方針２００３（平成１５年６月２７日閣議決
定）」においても、「事前の目標設定と事後の厳格な評価の実施により、税金が
どのような成果を上げたかについて、国民に説明責任を果たす予算編成プロセス
を構築する」等、成果を重視した行政マネジメントの本格的な導入が求められて
いること、などがあります。

　これらを受け、滋賀県の道路行政においても、透明性や効率性の向上のため、
納税者であり道路利用者でもある県民に「成果」が見え、実感できる行政が求め
られています。これまでの画一的な道路整備の追求から、道路利用者のニーズに
即した「成果を重視する方向」への転換をはかることとしています。

　以上により、昨年度公表した道路行政計画は、どうであったのか。また、今年
度及び、今後の目標はどうしていくのかを、とりまとめたものです。

　　　　　　副所長　　　　　平　　兆雄（内線２０４）

　　　　　　調査第一課長　　多田　勝義（内線４５１）

滋賀県　土木交通部道路課　　　ＴＥＬ　０７７－５２８－４１３２



「湖国のみちづくり」　道路行政 平成16年度達成度報告書 / 平成17年度業績計画書　＜概要版＞

〈Ｈ１６達成とりまとめ〉

アウトカム指標 H１６目標 H１６実績 備　考

１.渋滞損失時間
    (万人時間)

4,440 4,660
（未達成）

●渋滞損実時間が達成できなかったのは、高い人口増加率が
要因の一つであると考えられる。

２.規格の高い道路を使う割合
    (自動車専用道路整備延長)

20% 20.8% ●京滋バイパスが開通したため利用交通量が大きく増加。

３.死傷事故率
    (件/億台キロ)

81 81
●死傷事故率は平成１５年度と変わらず。交通事故死傷者数
は、大津湖南地域で高い。

４.バリアフリー化率
 (整備延長/バリアフリー特定・ 準特定経路延長)

21% 21% ●野洲駅、和邇駅で整備。

５.道づくりサポート団体数 110 111 ●新たなサポートが得られた。

６.幹線道路における騒音に関する
環境基準達成箇所の割合
  　(達成箇所数/騒音測定箇所)

34% 34% ●目標達成。

〈Ｈ１７目標とりまとめ〉

アウトカム指標 H１６実績 H１７目標 備　考

①渋滞損失時間
    (万人時間)

4,660 4,500
●平成１７年度には、湖西道路の無料開放を実施。
●バイパス整備に向けた用地買収、改良工事を進める。

②規格の高い道路を使う割合
    (自動車専用道路整備延長)

20.8% 22%
●平成１７年度には、湖西道路の無料開放を実施。
●バイパス整備に向けた用地買収、改良工事を進める。

③死傷事故率
    (件/億台キロ)

81 80
●平成１７年度には、湖西道路の無料開放を実施。
●バイパス整備に向けた用地買収、改良工事を進める。
●路面表示，交差点改良等の対策検討も行う。

④バリアフリー化率
  (整備延長/バリアフリー特定・ 準特定経路延長)

21% 26% ●バリアフリー基本構想策定地域の整備を進める。

⑤救急医療施設３０分圏人口
   (カバー率)　※

906,000 963,000
（H19年度目標）

●幹線道路の整備や交通混雑の解消等の対策を図る。

⑥異常気象時等に孤立する人口
    (全人口に対する割合)　※

 6,400  4,300
（H19年度目標）

●災害に強く、信頼性の高い道路整備を進める。

⑦道づくりサポート団体数 111 160 ●住民とともに、道の管理等の仕組みの構築を進める。

⑧幹線道路における騒音に関する
環境基準達成箇所の割合
  　(達成箇所数/騒音測定箇所)

34% 36%
●バイパスによる通過交通の排除、防音壁等の整備対策を進
める。

⑨ＩＣ３０分圏人口
  　(カバー率)　※

1,176,000 1,277,000
(H24年度目標)

●高規格幹線道路へのアクセス向上のための整備を進める。

  近畿地区幹線道路協議会滋賀県分科会（滋賀県・滋賀国道事務所）では、湖国のみちづくり道路行政「平成１６年度達
成度報告書／平成１７年度業績計画書」を策定しました。
　策定された背景には、平成１４年度より「行政機関の行う政策の評価に関する法律」が施行され、成果志向への行政の
転換が推進されていること。また「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００３（平成１５年６月２７日閣議決定）」に
おいても、「事前の目標設定と事後の厳格な評価の実施により、税金がどのような成果を上げたかについて、国民に説明
責任を果たす予算編成プロセスを構築する」等、成果を重視した行政マネジメントの本格的な導入が求められていること、
などがあります。
　これらを受け、滋賀県の道路行政においても、透明性や効率性の向上のため、納税者であり道路利用者でもある県民に
「成果」が見え、実感できる行政が求められています。これまでの画一的な道路整備の追求から、道路利用者のニーズに
即した「成果を重視する方向」への転換をはかることとしています。
　以上により、昨年度公表した道路行政計画は、どうであったのか。また、今年度及び、今後の目標はどうしていくのかを、
とりまとめたものです。

※　指標⑤、⑥、⑨は広域的な道路整備により、中長期的な観点から設定しています。
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滋賀県は古くから交通の要衝として栄えた地域であり、現在では、京阪神地域のベッドタウ

ンとして、工場や研究施設が数多く立地する地域として、また、琵琶湖や数々の史跡などの豊

かな観光資源を有する地域として、活動的で交流の盛んな地域です。

一方、道路交通事情に目を転じると、慢性的な交通渋滞、交通事故の多発、沿道環境や自

然環境の悪化など様々な問題が生じています。こういった問題に加えて、県民ニーズの多様化、

高齢化社会、環境先進県としての環境問題への一層の強化といった社会状況の変化もあり、

滋賀県の道路交通を取り巻く環境は、山積する課題と多様化する社会経済状況の大きな狭間

にたたされており、今後の道路行政をどう考えるかが非常に重要な問題となっています。

こうした中、平成14年８月の社会資本整備審議における中間答申では、これまでの画一的な

量的整備ではなく、道路サービスによる成果（アウトカム）を重視し、道路ユーザーが満足する道

路行政に転換することの重要性を示しています。さらに、同答申を受けた道路行政マネジメント

研究会においては、今後の道路行政においては、毎年度、成果指標（アウトカム指標）を設定し、

この達成度を把握・評価しながら、毎年度のマネジメントサイクルを確立することが提案されてい

ます。このように、道路整備の目標年次、目標となる数値を明示し、目標意識を持った成果指向

の道路行政が求められています。

これを受けて、滋賀県でも、道路行政におけるアウトカム指標を示すことによって、

効率的かつ効果的に、質の高い事業の推進を実施していくこととしました。この滋賀県

版アウトカムプランとなる「湖国のみちづくり 道路行政業績計画書」は、滋

賀県の道路行政におけるアウトカム指標を示したものであり、これをもとに、目標と成

果（実績）をチェックしながら、「成果指向」に即した道路事業の展開に努めます。そ

して、上記の様々な課題の解決を図り、多様化する社会経済状況に対応しつつ、滋賀県

が目指す将来像を実現します。 １

滋賀県の道路交通の問題
は？

何が求められているのか？

どのように道路整備を進めて
いくのか？

１．はじめに



湖国のみちづくりの方向性

わかりやすい目標設定によって、透明性、客観性、効率的な事業を展開

・アウトカム指標により政策目標を設定し、これに基づく事業執行プロセスに転換
・毎年度、業績の分析と評価を行い、その結果を公表するとともに予算編成等に反映

・アウトカム指標を用いた現況値及び目標値を県民に提示することで、県民に対する
説明責任を果たす。

・県民の目による評価を受けることで、より透明性、客観性の高い、効率的な施策、
事業の展開を図る。

課題を様々な指標とともに現地の詳細な状況をもとにきめ細かく整理

対応策として、改築事業（ハード整備）に加えてソフト施策の検討も実施

総合的・戦略的な施策によって、効率的かつ効果的な事業の展開を図る。

２

背景と目的

２．目的と方向性



①渋滞損失時間①渋滞損失時間

滋賀県の将来像
（「滋賀県中期計画」）

Ⅰ 次の世代に責任を持つ
「環境こだわり県」づくり

Ⅰ 次の世代に責任を持つ
「環境こだわり県」づくり

Ⅲ 誰もが安心できる
「くらし安心県」づくり

Ⅲ 誰もが安心できる
「くらし安心県」づくり

Ⅱ 地域の活力と未来を育む
「たくましい経済県」づくり

Ⅱ 地域の活力と未来を育む
「たくましい経済県」づくり

Ⅳ 子どもの瞳輝く
「教育熱心県」づくり

Ⅳ 子どもの瞳輝く
「教育熱心県」づくり

Ⅴ 個性きらめく
「自治と文化の創造県」づくり

Ⅴ 個性きらめく
「自治と文化の創造県」づくり

将来像から見た
道路整備の目標

１
既存産業の振興と新規成長
産業の育成・支援による

県内産業の活性化

１
既存産業の振興と新規成長
産業の育成・支援による

県内産業の活性化

３
個性と潤いのある

生活空間の創造

３
個性と潤いのある

生活空間の創造

２
誰もが安心・安全に暮らせる

優しい県土の実現

２
誰もが安心・安全に暮らせる

優しい県土の実現

４
環境に対する

負荷の軽減

４
環境に対する

負荷の軽減

５
地域の自立的発展の支援と

教育・文化の育成

５
地域の自立的発展の支援と

教育・文化の育成

９つのアウトカム指標

⑤救急医療施設30分圏人口⑤救急医療施設30分圏人口

③死傷事故率③死傷事故率

④バリアフリー化率④バリアフリー化率

⑥異常気象時等に孤立する人口⑥異常気象時等に孤立する人口

⑧幹線道路における騒音に関する
環境基準達成箇所数

⑧幹線道路における騒音に関する
環境基準達成箇所数

⑨ＩＣ30分圏人口⑨ＩＣ30分圏人口

②規格の高い道路を使う割合②規格の高い道路を使う割合

⑦道づくりサポート団体数⑦道づくりサポート団体数

３■昨年度までのアウトカム指標、「渋滞損失額」、「救急医療施設30分圏市町村数」、「異常気象時等に孤立する集落数」、「ＩＣ30分圏市町村数」については、それぞれ、「渋滞損失時間」、
「救急医療施設３０分圏人口」、「異常気象時等に孤立する集落の人口」、「IC３０分圏人口」として指標の見直しを行っている。

３．湖国の道づくりにおけるアウトカム指標



⑤救急医療施設30分圏人口

・救急医療施設へのアクセス性を示す指標。

⑤救急医療施設30分圏人口

・救急医療施設へのアクセス性を示す指標。

県内の３次救急医療施設である大津赤十字病院、済生会滋賀県病院、長浜赤十
字病院へ30分で到達できるエリアの人口

②規格の高い道路を使う割合
・自動車専用道路（志賀バイパス等も含む）への適正な分担が図られて

いるかを示す指標。適正な割合になるよう目標を設定。

②規格の高い道路を使う割合
・自動車専用道路（志賀バイパス等も含む）への適正な分担が図られて

いるかを示す指標。適正な割合になるよう目標を設定。

＝
全道路の走行台キロ(*)

規格の高い
道路を使う割合

自動車専用道路の走行台キロ(*)

※走行台キロとは交通量に道路の延長を乗じたもの

③死傷事故率
・道路での交通事故発生状況を示す指標。低いほど安全性が高い。

③死傷事故率
・道路での交通事故発生状況を示す指標。低いほど安全性が高い。

＝
ある区間の
死傷事故率

区間の年あたり死傷事故件数

区間距離 × 区間の年あたり交通量

④バリアフリー化率
・誰もが安心して円滑に移動できる空間の整備状況を示す指標。

④バリアフリー化率
・誰もが安心して円滑に移動できる空間の整備状況を示す指標。

平成15年に策定したバリアフリー基本構想特定地域である12地区（大津駅・浜
大津駅、守山駅、野洲駅、近江八幡駅、彦根駅、南彦根駅、米原駅、和邇駅、
小野駅、近江今津駅、貴生川駅、水口城南駅・水口石橋駅）に、平成16年度に
新たに指定された長浜駅を加えた13地区に特定経路・準特定経路28,490m (県道
以上・平成16年時点)における整備延長の割合
（※平成16年度達成度は12地区を対象に実施）

⑥異常気象時等に孤立する人口
・異常気象時の孤立状況を示す指標。

⑥異常気象時等に孤立する人口
・異常気象時の孤立状況を示す指標。

異常気象時に規制区間内や以遠で孤立する集落の人口

⑦道づくりサポート団体数
・道づくりへの参加状況を示す指標。

⑦道づくりサポート団体数
・道づくりへの参加状況を示す指標。

共生型道路づくりをテーマに道路愛護活動を実施しているボランティアサポー
トなどの管理団体数

⑧幹線道路における騒音に関する環境基準達成箇所数
・騒音の状況を示す指標。環境基準の達成を目指す。

⑧幹線道路における騒音に関する環境基準達成箇所数
・騒音の状況を示す指標。環境基準の達成を目指す。

・平成16年度（直轄国道）及び平成13年度（その他）に調査した騒音測定箇所
（152箇所）を対象 （※平成15年度は148箇所が対象）

・達成箇所とは、昼・夜いずれも、騒音基準を達成している箇所
・幹線道路とは、直轄国道及び２車線以上で交通量が概ね10,000台/日以上の県
管理道路

・選定基準は昼間70db以上、夜間65db以上

⑨ＩＣ30分圏人口
・地域活性化に不可欠である高規格幹線道路（名神高速道路、北陸自動

車道）と高規格幹線道路とネットワークが結ばれている京滋バイパス
（瀬田ＩＣ～南郷ＩＣ間）へのアクセス利便性を示す指標。

⑨ＩＣ30分圏人口
・地域活性化に不可欠である高規格幹線道路（名神高速道路、北陸自動

車道）と高規格幹線道路とネットワークが結ばれている京滋バイパス
（瀬田ＩＣ～南郷ＩＣ間）へのアクセス利便性を示す指標。

※高速道路のＩＣから30分で到達できるエリアの人口

４

①渋滞損失時間
・交通の円滑化の状況を示す指標。削減に向けた努力が必要。

①渋滞損失時間
・交通の円滑化の状況を示す指標。削減に向けた努力が必要。

渋滞がない場合の所要時間と実際の所要時間の差を積み上げたもの

＝ × × ×365日
ある区間の年間
渋滞損失時間

区間距離

実際の
走行速度

区間距離

渋滞の
ない時の
走行速度

1日あたりの
区間車種別

交通量

車種別の
平均乗車人員

※交通量減少による損失時間低下を目的とした指標ではなく、走行速度の向上を求めた指標。

４．アウトカム指標の定義・算出方法



５

H16年度
アウトカム指標

H15年度
実績 目標 実績

達成状況
H19年度
目標

未達成

達成

達成

達成

－

－

達成

達成

－

4,270

－

77

46%
(13,000m/28,490m)

963,000
(約71%)

4,300
(0.32%)

200

39%
(60/152)

－

H24年度
目標

①渋滞損失時間(万人時間) 4,490 4,440 4,660 3,900

②規格の高い道路を使う割合
(自動車専用道路整備延長)

20% 20% 20.8% 28%

③死傷事故率(件/億台キロ) 81 (※1) 81(※1) 81 74

④バリアフリー化率
(整備延長/バリアフリー特定・

準特定経路延長) (※2)

20%
(5,490m/27,310m)

21%
(5,850m/27,310m)

21%
(5,870m/27,310m)

79%
(22,600m/28,490m)

⑤救急医療施設３０分圏人口
(カバー率)

906,000
(約67%)

－ (※3)
906,000
(約67%)

1,026,000
(約76%)

⑥異常気象時等に孤立する人口
(全人口に対する割合)

6,400
(0.48%)

－ (※3)
6,400
(0.48%)

4,300
(0.32%)

⑦道づくりサポート団体数 78 110 111 全県域

⑧幹線道路における騒音に関する
環境基準達成箇所の割合

(達成箇所数/騒音測定箇所) (※4)

34%
(51/148)

34%
(51/148)

34%
(51/152)

51%
(78/152)

⑨ＩＣ３０分圏人口
(カバー率)

1,176,000
(約87%)

－ (※3)
1,176,000

(約87%)

1,277,000
(約94%)

※１ 指標③は昨年度の業績計画書の公表後に平成15年度実績データが公表されたため、平成15年度実績値に従い平成16年度目標値を時点修正した。

※２ バリアフリー特定・準特定経路延長は平成15年度(平成16年度目標含む)までは27,310km、 平成16年度から長浜駅が加わり28,490kmとなった。ただし、
平成16年度の検証については長浜駅を除く27,310kmで実施した。

※３ 指標⑤、⑥、⑨は広域的な道路整備による効果を示す中長期的な観点から設定した指標であるため、単年度毎の評価は行わない。

※４ 騒音測定箇所は平成15年度まで148箇所、 平成16年度は４箇所増加され152箇所となった。

目標値の設定方法：当該年度に実施予定の事業が完成したときの効果を想定して試算した指標を目標値とする。

５．平成１６年度の達成度



3,910

8,790
5,2104,320

13,850

23,830

4,660

0.94

1.06

0.91

1.01

1.07

1.00 0.98

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

福

井

県

滋

賀

県

京

都
府

大
阪

府

兵

庫

県

奈

良

県

和

歌

山

県

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10
(万人時間) (伸び率)

○ 山手幹線（野路工区）供用
○ 大津市道・名神側道(市道幹1051・1052号線)の供用
○ バイパス整備に向けた工事着工及び用地買収

○ 山手幹線（野路工区）供用
○ 大津市道・名神側道(市道幹1051・1052号線)の供用
○ バイパス整備に向けた工事着工及び用地買収

・平成16年度の目標4,440万人時間/年(*)に対して、4,660万人時間/年の実績。目標未達
成。(*昨年度の目標値・渋滞損失額1,280億円／年を損失時間に換算した目標値)

・これまでと同様に、大津市、草津市内の国道１号で1ｋｍあたりの渋滞損失時間が高い。

・平成15年と比較して、大津湖南地域の国道１号及び栗東市～愛知川町にかけての国道
８号の渋滞損失時間の増加が目立つ。周辺地域の高い人口増加率が渋滞損失時間増加
の要因の一つであると考えられる。

・平成16年12月に山手幹線の野路工区が供用、また平成17年3月に大津市道の名神側道
(市道幹1051・1052号線) が供用したが、１年間の渋滞損失時間の減少には至らず。

◆H16末直轄国道※の1kmあたり渋滞損失時間

◆平成15年度から渋滞損失時間と人口の変化

①渋滞損失時間①渋滞損失時間

平成15年度 4,490万人時間

平成16年度目標 4,440万人時間

平成16年度実績 4,660万人時間

未達成

平成15年度 4,490万人時間

平成16年度目標 4,440万人時間

平成16年度実績 4,660万人時間

未達成

６

4,663

4,490

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

H15 H16

 (万人時間)

H16目標

4,440

約220万人時間
未達成

4,663

4,490

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

H15 H16

 (万人時間)

H16目標

4,440

約220万人時間
未達成

平成16年度に実施した主な施策

◆平成１６年度の目標と達成状況

大津湖南地域で
渋滞損失時間が

増加

大津湖南地域で
渋滞損失時間が

増加

◆平成１６年度近畿各府県の渋滞損失時間と平成15年からの伸び

※平成15年からの伸び

は新モニタリング区間
の伸びを示す

滋賀県の渋滞損
失時間の伸び※は
近畿圏では大阪府

に次いで第２位

滋賀県の渋滞損
失時間の伸び※は
近畿圏では大阪府

に次いで第２位

※直轄国道とは、国（国土交通省）が管理する国道であり、滋賀県内では国道１号、国道８号、国道２１号、国道１６１号
が直轄国道に該当する。以下、同様とする。

※市町界は、平成18年１月時点のものである。以下、同様とする。

５．平成１６年度の達成度（既存産業の振興と新規成長産業の育成・支援による県内産業の活性化）



・平成15年度の目標20％に対して、実績は20.8％と目標を達成。
・平成15年8月の京滋バイパスが大山崎ＪＣＴまでの区間が開通したため、京滋バイパス

の利用交通量が大きく増加。規格の高い道路の走行台キロ増加に繋がっている。

◆滋賀県内の道路種別の走行台キロ

◆滋賀県内の高速道路の年平均交通量(H15、H16)

②規格の高い道路を使う割合②規格の高い道路を使う割合

平成15年度 利用割合 20%

平成16年度目標 利用割合 20%

平成16年度実績 利用割合 20.8%

目標達成

７

平成15年度 利用割合 20%

平成16年度目標 利用割合 20%

平成16年度実績 利用割合 20.8%

目標達成

○ 名神高速道路・草津田上ＩＣの供用
○ 山手幹線（野路工区）供用
○ 高規格幹線道路へのアクセス道路の整備に

向けた工事着工及び用地買収

○ 名神高速道路・草津田上ＩＣの供用
○ 山手幹線（野路工区）供用
○ 高規格幹線道路へのアクセス道路の整備に

向けた工事着工及び用地買収

20

20.8

19

20

21

22

H15 H16

(％)

H16目標

20％
達　成

20

20.8

19

20

21

22

H15 H16

(％)

H16目標

20％
達　成

◆名神高速道路草津田上ＩＣの整備(H17.3)

平成16年度に実施した主な施策

◆平成１６年度の目標と達成状況

〔名神高速道路 草津田上ＩＣ周辺〕

20% 20.8%
0

50

100

150

H15 H16

その他
自動車専用道路

(億台キロ/年)

約１％増

127.1 127.7

全体の走行台キロは
わずかに増加。
併せて、自動車専用道
路の利用割合も増加。

全体の走行台キロは
わずかに増加。
併せて、自動車専用道
路の利用割合も増加。

５．平成１６年度の達成度（既存産業の振興と新規成長産業の育成・支援による県内産業の活性化）

京滋バイパスの平均
交通量が大きく増加。
それに伴い他路線で

もやや増加傾向。

京滋バイパスの平均
交通量が大きく増加。
それに伴い他路線で

もやや増加傾向。

名神高速道路

0

20

40

60

80

100

(千台/日)

H15年平均
H16年平均

米原Ｊ 彦根 八日市 竜王 栗東 瀬田東 瀬田西 大津

1.5%増 1.9%増
2.4%増 6.2%減

5.3%減2.7%増

0.8%増

北陸自動車道

0

10

20

30

40

50

(千台/日)

H15年平均
H16年平均

米原長浜木之本

0.2%増
0.5%増

京滋バイパス

0

10

20

30

40

50

(千台/日)

H15年平均
H16年平均

南郷石山瀬田東

24.5%増

25.9%増



死者数

108 104
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100
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H15 H16

(人/年) 死者数

108 104

0
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100
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H15 H16

(人/年) 傷者数
13,55113,619

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

H15 H16

(人/年) 傷者数
13,55113,619

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

H15 H16

(人/年) 交通事故件数

10,276 10,292

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H15 H16

(件/年) 交通事故件数

10,276 10,292

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H15 H16

(件/年)

422 485

2,947

6,543

2,166

1,294

6,590

2,965

1,303

1,969
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1,000
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5,000
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7,000

大津湖南 甲賀 湖西 東近江 東北部

H15

H16
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422 485
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6,543
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2,965
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大津湖南 甲賀 湖西 東近江 東北部
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H16
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８

○ 山手幹線（野路工区）供用
○ 大津市道・名神側道(市道幹1051・1052号線)

の供用
○ バイパス整備に向けた工事着工及び用地買収

○ 山手幹線（野路工区）供用
○ 大津市道・名神側道(市道幹1051・1052号線)

の供用
○ バイパス整備に向けた工事着工及び用地買収

◆路線別に見た交通事故死傷者数の変化

③死傷事故率③死傷事故率

◆地域別に見た交通事故死傷者数の変化

◆滋賀県内の交通事故死傷者数、事故件数の変化

出典）滋賀の交通

平成15年度 81件/億台キロ

平成16年度目標 81件/億台キロ

平成16年度実績 81件/億台キロ

目標達成

平成15年度 81件/億台キロ

平成16年度目標 81件/億台キロ

平成16年度実績 81件/億台キロ

目標達成

平成16年度に実施した主な施策

◆平成１６年度の目標と達成状況

・死傷事故率が81件/億台キロと平成15年度と変わらず。
・平成16年は平成15年に比べて交通事故死傷者数は減少しているものの、事故件数は

若干増加。
・交通事故死傷者数を路線別にみると、国道８号や一般県道で増加している。
・市町別の人口１万人あたりの死傷事故件数をみると草津市をはじめとした大津湖南

地域で高くなっている。

8181

70

75

80

85

H15 H16

 (件/億台キロ)

H16目標

81

達　成

8181

70

75

80

85

H15 H16

 (件/億台キロ)

H16目標

81

達　成

◆市町別人口１万人あたり死傷事故件数
（平成16年）

大津湖南地域で
人口あたりの事

故率が高い

大津湖南地域で
人口あたりの事

故率が高い

５．平成１６年度の達成度（誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現）



○ 野洲駅（大津能登川長浜線）の整備
○ 和邇駅（途中志賀線）の整備

○ 野洲駅（大津能登川長浜線）の整備
○ 和邇駅（途中志賀線）の整備

・平成16年度は、野洲駅・大津能登川長浜線80m区間、和邇駅途中志賀線200mを整備し
特定経路・準特定経路整備延長5,870mに到達。目標であるバリアフリー化率21％(整
備延長5,850ｍ)を達成。

〔整備前〕

④バリアフリー化率

９

④バリアフリー化率

平成15年度 20% (整備延長5,490m)

平成16年度目標 21% (整備延長5,850m)

平成16年度実績 21% (整備延長5,870m)

目標達成

平成15年度 20% (整備延長5,490m)

平成16年度目標 21% (整備延長5,850m)

平成16年度実績 21% (整備延長5,870m)

目標達成

21

20

18

20

22

24

H15 H16

(％)

達　成
H16目標

21％

21

20

18

20

22

24

H15 H16

(％)

達　成
H16目標

21％

◆野洲駅の整備事例

〔整備後〕

平成16年度に実施した主な施策

◆平成１６年度の目標と達成状況

◆和邇駅の整備事例

〔整備後〕

〔整備後〕

バリアフリー化により、
高齢者や身障者に
とって、安心で安全な
歩行空間が確保され
た。

バリアフリー化により、
高齢者や身障者に
とって、安心で安全な
歩行空間が確保され
た。

５．平成１６年度の達成度（誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現）
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○ サポート団体が参加しやすい仕組みづくり
と積極的な募集活動

○ サポート団体が参加しやすい仕組みづくり
と積極的な募集活動

・平成16年度の目標の110団体を上回る111団体のサポートが得られた。

◆サポート団体の活動の様子

◆地域（地域振興局）別のサポート団体数

県内の全地域から多くのサポートが得られて
いる。

（H17.3末時点・111団体）

◆滋賀県が進める「美知普請」

●道路愛護活動事業

・自治会等の団体に道路の植栽管理や清
掃等をしていただくボランティア事業

●「美知メセナ制度」

・地域の企業等に道路の植栽管理や清掃
等をしていただくボランティア制度

平成16年10月5日 中日新聞朝刊

◆県内のボランティア状況の実態に関する新聞記事

⑦道づくりサポート団体数⑦道づくりサポート団体数

平成15年度 78団体

平成16年度目標 110団体

平成16年度実績 111団体

目標達成

平成15年度 78団体

平成16年度目標 110団体

平成16年度実績 111団体

目標達成

・平成１２年度より道路愛護活動に取り組み、

道路沿いの花壇づくりに取り組んでいます。

マリーゴールド、葉牡丹などの植え付けを行

い、花と緑のまちづくりに励んでいます。

・植え付ける花などは近くの畑で苗作りからは

じめ、みんなで勉強しながら活動しています。

平成１７年度道路社団法人日本道路協会会長

功労者表彰を受けました。

・平成１２年度より道路愛護活動に取り組み、

道路沿いの花壇づくりに取り組んでいます。

マリーゴールド、葉牡丹などの植え付けを行

い、花と緑のまちづくりに励んでいます。

・植え付ける花などは近くの畑で苗作りからは

じめ、みんなで勉強しながら活動しています。

平成１７年度道路社団法人日本道路協会会長

功労者表彰を受けました。

平成16年度に実施した主な施策

◆平成１６年度の目標と達成状況
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５．平成１６年度の達成度（個性と潤いのある生活空間の創造）
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⑧幹線道路における騒音に関する環境基準達成箇所数⑧幹線道路における騒音に関する環境基準達成箇所数

達成 非達成 計

昼間 72箇所

(47.4％)
80箇所

(52.6％)
152
箇所

夜間 69箇所

(45.4％)
83箇所

(54.6％)
152
箇所

昼間かつ

夜間達成
51箇所

(33.6％)

101箇所

(66.4％)
152
箇所

昼間または

夜間達成

77箇所

(50.7％)
75箇所

(49.3％)
152
箇所

◆環境基準達成状況（箇所）

直轄国道：平成16年度道路環境センサス
その他：平成13年度道路環境センサス

・目標の34％を達成
・しかし、環境基準に適合していない箇所がまだまだ多く残されている。

平成15年度 34% (達成箇所数51)

平成16年度目標 34% (達成箇所数51)

平成16年度実績 34% (達成箇所数51)

目標達成

平成15年度 34% (達成箇所数51)

平成16年度目標 34% (達成箇所数51)

平成16年度実績 34% (達成箇所数51)

目標達成

3434

32

33

34

35

H15 H16

(％)

達　成

H16目標

34％

3434

32

33

34

35

H15 H16

(％)

達　成

H16目標

34％

○ 大津市道・名神側道(市道幹1051・1052号線)
の供用

○ バイパス整備に向けた工事着工及び用地買収

○ 大津市道・名神側道(市道幹1051・1052号線)
の供用

○ バイパス整備に向けた工事着工及び用地買収

◆滋賀県内における騒音に関する環境基準達成状況

平成16年度に実施した主な施策

◆平成１６年度の目標と達成状況
〔国道1号大津市逢坂一丁目〕

◆夜間の大型車交通

直轄国道では、夜間の大型車
交通量が多く、騒音等の沿道
環境悪化に繋がっている。

直轄国道では、夜間の大型車
交通量が多く、騒音等の沿道
環境悪化に繋がっている。

〔国道161号志賀町北小松〕

５．平成１６年度の達成度（環境に対する負荷の軽減）
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アウトカム指標
H16年度
実績

H17年度
目標

H19年度
目標

4,500 4,270

－

77

46%
(13,000m/28,490m)

963,000
(約71%)

4,300
(0.32%)

200

39%
(60/152)

－

22%

80

26%
(7,400m/28,490m)

－ (※)

－ (※)

160

36%
(55/152)

－ (※)

4,660

20.8%

81

21%
(5,870m/28,490m)

906,000
(約67%)

6,400
(0.48%)

111

34%
(51/152)

1,176,000
(約87%)

H24年度
目標

①渋滞損失時間(万人時間) 3,900

②規格の高い道路を使う割合
(自動車専用道路整備延長)

28%

③死傷事故率(件/億台キロ) 74

④バリアフリー化率
(整備延長/バリアフリー特定・準特定経路延長)

79%
(22,600m/28,490m)

⑤救急医療施設30分圏人口
(カバー率)

1,026,000
(約76%)

⑥異常気象時等に孤立する人口
(全人口に対する割合)

4,300
(0.32%)

⑦道づくりサポート団体数 全県域

⑧幹線道路における騒音に関する
環境基準達成箇所の割合

(達成箇所数/騒音測定箇所)

51%
(78/152)

⑨ＩＣ３０分圏人口
(カバー率)

1,277,000
(約94%)

■平成１７年度は以下の目標に向けて道路施策を進めていく

※ 指標⑤、⑥、⑨は広域的な道路整備による効果を示す中長期的な観点から設定した指標であるため、単年度毎の評価は行わない。

目標値の設定方法：当該年度に実施予定の事業が完成したときの効果を想定して試算した指標を目標値とする。

６．平成１７年度業績計画（今後の取組み）



路線番号 地先名（センサス）

1位 国道8号 栗東市大橋字上小松本

2位 国道161号 大津市逢坂１丁目

3位 国道1号 栗東市小柿字西尾

4位 国道1号 大津市竜が丘

5位 国道161号 大津市本堅田４丁目

6位 国道1号 大津市大谷町

7位 国道8号 彦根市鳥居本町馬ケ前

8位 国道1号 草津市野路町上北池

9位 国道1号 湖南市石部字中島

10位 国道161号 大津市藤尾奥町

11位 国道1号 甲賀市水口町北脇字中切

12位 国道161号 大津市茶ケ崎１ー２

13位 国道1号 大津市横木１丁目

14位 国道8号 愛知郡愛知川町愛知川字西一里山

15位 国道161号 滋賀郡志賀町木戸他谷替戸

16位 国道8号 彦根市東沼波町梨子木

17位 国道8号 近江八幡市友定町林中

18位 国道161号 滋賀郡志賀町木戸字小川原

19位 国道8号 野州市大篠原字正法寺

20位 国道8号 米原市高溝字高畑

21位 国道1号 大津市瀬田橋本町

22位 国道21号 米原市寺倉字前田

23位 国道1号 草津市東矢倉３丁目
13

● 渋滞損失時間ランキングの上位区間を見ると、大津・湖南地域の国道１号、国道８号、国道１６１号に集中。
● 市町別でも、大津市、草津市、栗東市等の大津・湖南地域に集中。

①渋滞損失時間①渋滞損失時間
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　　　：国道8号
　　　：国道21号
　　　：国道161号

◆平成１６年度直轄国道の１ｋｍあたり
渋滞損失時間（千人時間／年・km）

◆平成１６年度市町別１ｋｍあたり
渋滞損失時間（千人時間／年・km）

◆平成１６年度直轄国道の１ｋｍあたり渋滞損失時間順位表
（千人時間／年・km）

順 位

大津湖南地域に
1kmあたりの

渋滞損失時間の
高い区間が集中

大津湖南地域に
1kmあたりの

渋滞損失時間の
高い区間が集中

６．平成１７年度業績計画（既存産業の振興と新規成長産業の育成・支援による県内産業の活性化）



主要渋滞ポイント（一般道の場合）とは
DID内：最大渋滞長が1km以上または最大通過時間が10分以上
DID外：最大渋滞長が500m以上または最大通過時間が5分以上
これに準ずる箇所で渋滞対策が必要な箇所

路線 高速 一般道 計

箇所数 ７ ２７ ３４

国道１号：24h交通量と交通容量

44429

33691
31502

53060

28325 26948

22793

12738

35261

13369 15145 15649
13210

15297

20219

42790

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

24h交通量

交通容量

京都 三重瀬田川 R8 R307

(1.26)

(2.52) (2.08)

(1.24)

(1.81) (2.04)
(1.49) (0.63)

（　）内は混雑度

14

● 主要渋滞ポイントの多くは、大津湖南地域の直轄国道上に分布。
● 渋滞の原因の一つが交通容量の不足。地域を縦断する国道１号では２車線区間が多い。
● 交通需要に応じた交通容量の拡大（バイパス整備や拡幅整備）、既存道路の有効活用や交通需要マネ

ジメント等の対策が必要。

①渋滞損失時間①渋滞損失時間

※交通容量とは、道路上を一定のサービス水準のもとに
走ることができる自動車の量を表したもの。一般的には
交通量が交通容量を超えると道路が混雑することとなる。

◆滋賀県内の主要渋滞ポイント（平成10年） ◆国道１号の交通量と交通容量（台／日）

◆２車線区間の交通状況

◆県内国道の４車線整備区間（平成17年現在）

〔国道161号志賀町北小松〕

〔国道8号野洲市三上〕

直轄国道の
２車線区間では

渋滞が激化

直轄国道の
２車線区間では

渋滞が激化

６．平成１７年度業績計画（既存産業の振興と新規成長産業の育成・支援による県内産業の活性化）
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①渋滞損失時間①渋滞損失時間

● 平成１７年度には、渋滞損失時間の削減を目的に８月１日に湖西道路
の無料開放を実施しており、既に湖西地域の交通円滑化に大きな効果
をもたらしている。

 

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

7/25（月） 8/1（月） 8/8（月） 8/15（月） 8/22（月） 8/29（月）

Ｈ１７年度 Ｈ１６年度

H16年８月の平均交通量28,700台/日

H17年８月の平均交通量23,100台/日

(台／日)

２割減少

国道 161 号【大津市堅田】 

7/26（月） 8/2（月）  8/9（月） 8/16（月） 8/23（月） 8/30（月）  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

7/25（月） 8/1（月） 8/8（月） 8/15（月） 8/22（月） 8/29（月）

Ｈ１７年度 Ｈ１６年度

H16年８月の平均交通量5,900台/日

H17年８月の平均交通量14,100台/日

(台／日)

２．４倍に増加

志賀バイパス【志賀町大物】 

7/26（月） 8/2（月）  8/9（月） 8/16（月） 8/23（月） 8/30（月）  

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

7/25（月） 8/1（月） 8/8（月） 8/15（月） 8/22（月） 8/29（月）

Ｈ１７年度 Ｈ１６年度

H16年８月の平均交通量37,900台/日

H17年８月の平均交通量40,900台/日

(台／日)

西大津バイパス【大津市藤尾奥町】 

7/26（月） 8/2（月）  8/9（月） 8/16（月） 8/23（月） 8/30（月）  

湖西道路【仰木雄琴 IC 付近】 

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

7/25（月） 8/1（月） 8/8（月） 8/15（月） 8/22（月） 8月30日

Ｈ１７年度 Ｈ１６年度

H16年８月の平均交通量11,400台/日

H17年８月の平均交通量28,000台/日

(台／日)

２．５倍に増加

H17 H17 
7/26（月） 8/2（月）  8/9（月） 8/16（月） 8/23（月） 8/30（月）  

H17 H17 

○ 湖西道路の無料開放後１ヶ
月間（８月）の平均交通量
は、前年（Ｈ16年8月）に比
べて約2.5倍に増加、国道
161号の平均交通量は約2割
減少

○ 現道においては、琵琶湖大
橋交差点以南で大幅に向上
し、大津港口交差点～琵琶
湖大橋交差点間の平均走行
時間は約5分短縮、最大走行
時間では、46分から35分と
約11分の短縮

○ 道路利用者からは、国道１
６１号の混雑が緩和された
ことに対する評価の声があ
がった。

○ 湖西道路の無料開放後１ヶ
月間（８月）の平均交通量
は、前年（Ｈ16年8月）に比
べて約2.5倍に増加、国道
161号の平均交通量は約2割
減少

○ 現道においては、琵琶湖大
橋交差点以南で大幅に向上
し、大津港口交差点～琵琶
湖大橋交差点間の平均走行
時間は約5分短縮、最大走行
時間では、46分から35分と
約11分の短縮

○ 道路利用者からは、国道１
６１号の混雑が緩和された
ことに対する評価の声があ
がった。

◆湖西道路無料開放後１ヶ月の交通量の変化

◆道路利用者の声

【平成17年8月30日 京都新聞】

◆湖西道路無料開放後１ヶ月の区間所要時間の変化

６．平成１７年度業績計画（既存産業の振興と新規成長産業の育成・支援による県内産業の活性化）
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● 平成17年度には、国道１６１号の混雑緩和と湖西地域の交通円滑
化を目的に湖西道路の無料化解放を行う。また、目標達成に必要
な事業の完成を目指して、用地買収、工事着工を進める。

● また、バイパスの供用までに長い時間を要する箇所については、
短期的な対策としてソフト施策の検討も進める。

目標達成に向けた主な対象事業

○湖西道路の無料開放
○水口道路の整備
○栗東水口道路Ⅰの整備
○栗東水口道路Ⅱの整備
○国道１号相模交差点の改良
○米原バイパスの整備
○西大津バイパスの整備
○志賀バイパスの整備
○大津能登川長浜線の整備
○大津湖南幹線の整備 等

○湖西道路の無料開放
○水口道路の整備
○栗東水口道路Ⅰの整備
○栗東水口道路Ⅱの整備
○国道１号相模交差点の改良
○米原バイパスの整備
○西大津バイパスの整備
○志賀バイパスの整備
○大津能登川長浜線の整備
○大津湖南幹線の整備 等

①渋滞損失時間①渋滞損失時間

将来

平成16年度 4,660万人時間

平成17年度 4,500万人時間

平成19年度 4,270万人時間

平成24年度 3,900万人時間

◆渋滞損失時間削減に向けた整備箇所

◆渋滞損失時間の目標値

※赤文字は平成17年度実施予定の事業

滋賀県の渋滞損失時間（単位：万人時間／年）

4,660
4,500

4,270

3,900

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H16年度 Ｈ17年度 Ｈ19年度 Ｈ24年度
(実績)

６．平成１７年度業績計画（既存産業の振興と新規成長産業の育成・支援による県内産業の活性化）



平成16年度 利用割合 20.8％
(自動車専用道路整備延長 118.8km)

将来 平成17年度 利用割合 22％(自動車専用道路整備延長 118.8km)

平成24年度 利用割合 28％(自動車専用道路整備延長 約173km)

○湖西道路の無料開放
○栗東水口道路Ⅰの整備
○栗東水口道路Ⅱの整備
○志賀バイパスの整備
○信楽道路の整備
○甲南ＩＣの整備 等

目標達成に向けた
主な対象事業

● 滋賀県は国土開発幹線自動車道である名神高速道路や北陸自動車道が位置するため通過交通が多く、
全国(13.3％)や近畿平均(19.7％)と比較して高い水準。

● しかし、直轄国道 の現道等では依然として大型車等の通過交通が多く残されており、規格の高い道
路と現道との適切な役割分担が必要。

● 平成17年度には、湖西道路の無料開放を実施するとともに、第二名神高速道路へのアクセス道である
栗東水口道路Ⅰ、栗東水口道路Ⅱ、信楽道路において用地買収を進めるとともに改良工事を進める。

17

②規格の高い道路を使う割合②規格の高い道路を使う割合

◆規格の高い道路を使う割合の比較 ◆自動車専用道路の整備状況
（平成17年現在）

◆自動車専用道路の整備状況と目標達
成に向けたアクセス道路整備箇所

（平成24年度予定）

◆直轄国道における大型車交通

〔国道１号甲賀市水口町北脇〕

国道１号等の直轄
国道では他府県ナ
ンバーの大型車の

交通量が多い

国道１号等の直轄
国道では他府県ナ
ンバーの大型車の

交通量が多い ※赤文字は平成17年度実施予定の事業

規格の高い道路を使う割合(平成16年)

21
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６．平成１７年度業績計画（既存産業の振興と新規成長産業の育成・支援による県内産業の活性化）



路線
番号

地先名（センサス）

1位 国道1号 草津市野路町上北池

2位 国道1号 大津市竜が丘

3位 国道161号 大津市逢坂１丁目

4位 国道161号 大津市本堅田４丁目

5位 国道1号 栗東市小柿字西尾

6位 国道161号 大津市茶ケ崎１ー２

7位 国道8号 愛知郡愛知川町愛知川字西一里山

8位 国道8号 米原市高溝字高畑

9位 国道8号 近江八幡市友定町林中

10位 国道161号 滋賀郡志賀町木戸他谷替戸

11位 国道1号 湖南市石部字中島

12位 国道8号 彦根市東沼波町梨子木

13位 国道8号 伊香郡高月町東物部字南池ノ尻

14位 国道1号 大津市横木１丁目

15位 国道8号 彦根市鳥居本町馬ケ前

16位 国道8号 栗東市大橋字上小松本

17位 国道8号 野州市大篠原字正法寺

18位 国道1号 甲賀市水口町北脇字中切

19位 国道161号 高島市マキノ町沢字中ノ町

20位 国道1号 大津市大谷町
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● 直轄国道での死傷事故件数は全体の22％。死傷事故率も県平均に比べて高い。
● 直轄国道の路線別にみると、大津湖南地域の国道１号や国道１６１号で死傷事故

率が突出。
● バイパスは、現道に比べて死傷事故率が低く、交通事故減少のためにはバイパス

整備が有効である。死傷事故率低下に向けて、栗東水口道路、西大津バイパス、
米原バイパス、大津湖南幹線等の道路整備を進める。

③死傷事故率③死傷事故率

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

死
傷

事
故

率
(
件

/
億

台
キ

ロ
)

◆直轄国道の死傷事故率の順位表（平成12～15年）

順 位

　　　：国道1号
　　　：国道8号
　　　：国道21号
　　　：国道161号

◆直轄国道の死傷率（件／億台キロ）

大津湖南地域の国道
１号、国道１６１号で
死傷事故率が高い

大津湖南地域の国道
１号、国道１６１号で
死傷事故率が高い

◆ 死傷事故件数、死傷事故率の県全体と

直轄国道との比較

滋賀県での死傷事故件数

県内
10292
件

うち
直轄
区間
2306
件

(22%)

死傷事故率（現況）

115

81

0 20 40 60 80 100 120 140

直轄国道

滋賀県内

120（全国値）

(件/億台キロ)

死傷事故率（国道１号）

213.9

23.3

0.0

100.0

200.0

300.0

国道１号

草津市野路

（２車線）

京滋バイパス

草津市東矢倉

（４車線）

（件／億台km）

死傷事故率（国道161号）

167.7

7.8

0.0

100.0

200.0

300.0

国道161号

大津市逢坂

西大津バイパス

大津市藤尾奥町

（件／億台km）

※平成12年～平成１５年

◆ 直轄国道におけるバイパスと並行する

現道の死傷事故率

バイパスは現道に
比べて死傷事故率

が非常に低い

バイパスは現道に
比べて死傷事故率

が非常に低い

６．平成１７年度業績計画（誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現）



● バイパスの整備やバイパスへの交通量転換によって死傷事故率の低下を目指す。平成17年度には湖西道路
の無料開放を行い、現道からの交通の転換を図るとともに、現道のバイパスとなる栗東水口道路、西大津
バイパス、米原バイパス、大津湖南幹線等の道路整備を進める。

● また、平成17年度には、路面表示等による安全対策を行うとともに、引き続き交差点改良等の対策検討を
行う。交通安全にかかる橋梁補修、法面防災、舗装修繕についても継続的に実施していく。

● これらの施策の推進にあたっては滋賀県公安委員会等との連携を図る。

平成16年度 81件／億台キロ
（直轄 113件/億台ｷﾛ）

将来 平成17年度 80件／億台キロ
（直轄 113件/億台ｷﾛ）

平成19年度 77件／億台キロ
（直轄 108件/億台ｷﾛ）

平成24年度 74件／億台キロ
（直轄 100件/億台ｷﾛ）

○湖西道路の無料開放
○栗東水口道路Ⅰ、Ⅱの整備
○国道１号相模交差点の改良
○国道８号高月町での自転車歩行者道の整備
○米原バイパスの整備
○野洲栗東バイパスの整備
○小松拡幅の整備
○国道161号本堅田地区での歩道拡幅・自転車歩行者道の整備
○西大津バイパスの整備
○信楽道路の整備
○県道三津彦根線での歩道拡幅・自転車歩行者道の整備 等

○湖西道路の無料開放
○栗東水口道路Ⅰ、Ⅱの整備
○国道１号相模交差点の改良
○国道８号高月町での自転車歩行者道の整備
○米原バイパスの整備
○野洲栗東バイパスの整備
○小松拡幅の整備
○国道161号本堅田地区での歩道拡幅・自転車歩行者道の整備
○西大津バイパスの整備
○信楽道路の整備
○県道三津彦根線での歩道拡幅・自転車歩行者道の整備 等

目標達成に向けた主な対象事業

19

③死傷事故率③死傷事故率

滋賀国道管内歩道幅員内訳

平成17年４月1日

◆歩道の整備状況 ◆歩道整備の必要な道路

〔国道３０７号甲賀市信楽町牧〕

〔国道１６１号志賀町南小松〕

〔国道８号米原市米原〕

滋賀国道管内歩道整備状況

平成17年４月1日

4.0m以上
29,023m

11%

3.0m～4.0m
48,828m
19%

1.0m～2.0m
66,867m
26%

2.0m～3.0m
101,812m

40%

1.0m未満
10,936m

4%

歩道の狭い箇所
では、歩行者や自
転車での走行が

大変危険！

歩道の狭い箇所
では、歩行者や自
転車での走行が

大変危険！

※赤文字は平成17年度実施予定の事業

歩道未設置
41,177m

16%

歩道不必要
35,567m

14%

歩道設置
175,123m

70%

両側歩道
82,343m

33%

片側歩道
92,780m

37%

管理延長
251,867m

歩道未設置
41,177m

16%

歩道不必要
35,567m

14%

歩道設置
175,123m

70%

両側歩道
82,343m

33%

片側歩道
92,780m

37%

管理延長
251,867m

６．平成１７年度業績計画（誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現）



平成16年度 21％(整備延長 5,870m)

◆バリアフリー基本構想策定地域１３地区 ※( )内は国道、県道の整備延長

●各市町は駅等の旅客施設及びその周辺の地区を重点的に整備すべき地区として指定しており、旅客施設・道
路・駅前広場等について、移動円滑化のための事業に関する基本的事項を基本構想として作成している。

●バリアフリー基本構想策定地域に新たに長浜駅が追加され、特定・準特定経路28,490m。そのうち整備済み延
長は5,870m（20.6％）。

●平成17年度にはバリアフリー化率26％、平成19年度には45％、平成24年度には80％を目標に整備を進める。

大津駅・浜大津駅(3,290m) 守山駅(3,910m)

米原駅(2,360m)彦根駅(3,810m) 南彦根駅(2,100m)

近江今津駅(2,040m)

和邇駅(1,360m)

小野駅

野洲駅(5,180m)

貴生川駅

近江八幡駅(2,000m)

水口城南駅・水口石橋駅
(1,390m)

④バリアフリー化率

20

④バリアフリー化率

○国道８号（野洲駅）の整備
○大津能登川長浜線（野洲駅）の整備
○国道１号（大津駅・浜大津駅）の整備
○国道８号（米原駅）の整備
○国道１６１号（大津駅・浜大津駅）の整備
○大津停車場線（大津駅・浜大津駅）の整備
○安曇川今津線（近江今津駅）の整備
○草津守山線（守山駅）の整備
○三津彦根線（彦根駅、南彦根駅）の整備
○彦根米原線（米原駅）の整備 等

○国道８号（野洲駅）の整備
○大津能登川長浜線（野洲駅）の整備
○国道１号（大津駅・浜大津駅）の整備
○国道８号（米原駅）の整備
○国道１６１号（大津駅・浜大津駅）の整備
○大津停車場線（大津駅・浜大津駅）の整備
○安曇川今津線（近江今津駅）の整備
○草津守山線（守山駅）の整備
○三津彦根線（彦根駅、南彦根駅）の整備
○彦根米原線（米原駅）の整備 等

目標達成に向けた主な対象事業

将来

平成17年度 26％(整備延長 7,400m)
平成19年度 46％(整備延長 13,000m)
平成24年度 79％(整備延長 22,600m)

長浜駅(1,050m)

◆彦根駅（三津彦根線）の整備事例

〔整備後の状況〕

※赤文字は平成17年度実施予定の事業

６．平成１７年度業績計画（誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現）



平成16年度 906千人(カバー率約67%)

将来

平成19年度 963千人(カバー率約71%)

平成24年度 1,026千人(カバー率約76%)

● 救急医療施設への速達性、確実性が得られるように、幹線道路の整備や交通混雑の解消等の対策を図る。
● 平成17年度には栗東水口道路Ⅰ、栗東水口道路Ⅱ、志賀バイパス等の道路整備を進める。

○栗東水口道路Ⅰの整備 ○栗東水口道路Ⅱの整備 ○野洲栗東バイパスの整備
○志賀バイパスの整備 ○信楽道路の整備 ○大津湖南幹線の整備
○湖東八日市線の整備 等

○栗東水口道路Ⅰの整備 ○栗東水口道路Ⅱの整備 ○野洲栗東バイパスの整備
○志賀バイパスの整備 ○信楽道路の整備 ○大津湖南幹線の整備
○湖東八日市線の整備 等 21

⑤救急医療施設30分圏人口⑤救急医療施設30分圏人口

◆救急病院まで30分で到達できる地域
（平成16年度）

◆救急病院まで30分で到達できる地域
（平成19年度）

◆救急病院まで30分で到達できる地域
（平成24年度）

◆カーラーの救命曲線(1981年発表)

目標達成に向けた

主な対象事業

救急事態における時間経過と死亡率の関係

６．平成１７年度業績計画（誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現）



平成16年度 6,400人(全人口に対する割合0.48%)
平成19年度 4,300人(全人口に対する割合0.32%)

平成24年度 4,300人(全人口に対する割合0.32%)

〔国道421号東近江市黄和田町（平成16年10月） 〕

● 山間部では、土砂災害が多く、交通が寸断されることもあり、地域住民の生活に不安を与えており、
災害に強く、信頼性の高い道路整備と災害時のルート確保が必要。

● 平成17年度には、目標達成に向けた対象事業箇所において用地取得を進める。

○国道367号の整備
○国道422号の整備
○中河内木之本線の整備
○山東本巣線の整備
○多賀永源寺線の整備

等

○国道367号の整備
○国道422号の整備
○中河内木之本線の整備
○山東本巣線の整備
○多賀永源寺線の整備

等

目標達成に向けた
主な対象事業

22
〔国道421号 石榑峠（平成16年10月） 〕

⑥異常気象時等に孤立する人口⑥異常気象時等に孤立する人口

将来

◆異常気象時通行止めによって
孤立する地域（平成16年度）

◆異常気象時通行止めによって
孤立する地域（平成19年度）

◆台風による被害状況

６．平成１７年度業績計画（誰もが安心・安全に暮らせる優しい県土の実現）



平成16年度 111団体
平成17年度 160団体
平成19年度 200団体
平成24年度 全県的なサポートを目指す

● 様々な提言や意見を道づくりに反映できるよう、また、住民とともに共生型の道づくりや道の管理を実施できる
よう、道路愛護活動に関わる団体数の増加を目指して、参加しやすい仕組みづくりを進めていく 。

● 平成17年度には160団体を、平成19年度には200団体を目指し、長期的には、全県的に住民とともに道の管理
などを行うための仕組みを構築する。

◆道路愛護活動「近江の美知普請」への参加を呼びかけるパンフレット

◆道づくりサポート団体数

23
〔主要地方道土山蒲生近江八幡線/
蒲生町寿クラブ連合会（東近江市） 〕

〔県道六地蔵草津線/六地蔵自治会（栗東市） 〕

⑦道づくりサポート団体数⑦道づくりサポート団体数

将来

◆「美知普請」の活動状況

111

160

200

0

50

100

150

200

250

300

H16年度 H17年度 H19年度 H24年度

(団体)
 全県的サポート

(実績)

将来的には全県
的な県民参加の
実現を目指す！

将来的には全県
的な県民参加の
実現を目指す！

６．平成１７年度業績計画（個性と潤いのある生活空間の創造）



● 幹線道路における騒音に関する沿道環境基準達成箇
所の割合は34％（51/152箇所）。

● 平成１７年度は36％、平成19年度は39％を目標に、平
成24年には51％の達成を目指す。

● 目標達成に向けて、バイパス等の道路整備による通過
交通の排除、防音壁や排水性（低騒音）舗装の整備等
の対策を進めていく。

平成17年度 全県36％(55/152箇所)
直轄34％(28/83箇所) 

平成19年度 全県39％(60/152箇所)
直轄37％(31/83箇所) 

平成24年度 全県51％(78/152箇所)
直轄53％(44/83箇所) 

○湖西道路の無料開放
○栗東水口道路Ⅰの整備
○栗東水口道路Ⅱの整備
○米原バイパスの整備
○野洲栗東バイパスの整備
○湖北バイパスの整備
○志賀バイパスの整備
○西大津バイパスの整備
○大津湖南幹線の整備 等

○湖西道路の無料開放
○栗東水口道路Ⅰの整備
○栗東水口道路Ⅱの整備
○米原バイパスの整備
○野洲栗東バイパスの整備
○湖北バイパスの整備
○志賀バイパスの整備
○西大津バイパスの整備
○大津湖南幹線の整備 等

目標達成に向けた主な対象事業

平成16年度 全県34％(51/152箇所)
直轄29％(24/83箇所) 

24

⑧幹線道路における騒音に関する環境基準達成箇所数⑧幹線道路における騒音に関する環境基準達成箇所数

将来

◆排水性（低騒音）舗装の実施例

〔国道１号大津市逢坂１丁目〕

［排水性（低騒音）舗装］
●雨天走行時の水はねの解消

●雨天高速走行時のハイドロプレーニング現
象を解消し安全性を向上

●通常舗装に比べ3～5dBの騒音低減効果を
実現

●雨天夜間走行時、対向車両のヘッドライト
の路面反射による眩惑抑制及び路面表示
の確認性の向上

［排水性（低騒音）舗装］
●雨天走行時の水はねの解消

●雨天高速走行時のハイドロプレーニング現
象を解消し安全性を向上

●通常舗装に比べ3～5dBの騒音低減効果を
実現

●雨天夜間走行時、対向車両のヘッドライト
の路面反射による眩惑抑制及び路面表示
の確認性の向上

【タイヤ騒音発生の抑制】

［通常舗装］

●タイヤ溝と舗装面の間に挟まれた空気の逃
げ道がなく、空気圧縮音、膨張音が発生する。

［排水性舗装］

●空隙に空気が逃げ、音が生じにくい。

※赤文字は平成17年度実施予定の事業

６．平成１７年度業績計画（環境に対する負荷の軽減）



○栗東水口道路Ⅰの整備 ○栗東水口道路Ⅱの整備 ○塩津バイパスの整備 ○志賀バイパスの整備
○信楽道路の整備 ○山手幹線の整備 ○甲賀土山線の整備 等

○栗東水口道路Ⅰの整備 ○栗東水口道路Ⅱの整備 ○塩津バイパスの整備 ○志賀バイパスの整備
○信楽道路の整備 ○山手幹線の整備 ○甲賀土山線の整備 等 25

⑨ＩＣ30分圏人口⑨ＩＣ30分圏人口

平成16年度 1,176千人(カバー率約87%) 平成24年度 1.277千人(カバー率約94%)

● 高規格幹線道路へのアクセス利便性が向上すると、人や物の広域的な交流が活発になり、地域活性化が図られ
る。

● 平成17年度には、信楽道路において、第二名神の整備に合わせて用地促進等を図る。

将来

目標達成に向けた
主な対象事業

◆高規格幹線道路ＩＣまで
30分で到達できる地域
（平成16年度）

◆高規格幹線道路ＩＣまで
30分で到達できる地域
（平成24年度）

６．平成１７年度業績計画（地域の自立的発展の支援と教育・文化の育成）



滋賀県の目標達成に向けた道路整備箇所
26

渋滞損失額をはじめとした９つの

アウトカム指標の目標達成に向

けて図に示す箇所において道路

整備を進める

渋滞損失額をはじめとした９つの

アウトカム指標の目標達成に向

けて図に示す箇所において道路

整備を進める

７．滋賀県の目標達成に向けた道路整備箇所



①データ収集上の限界と制約

合理的な成果目標を設定し、その成果を客観的に評価するためには、正確なデータ収集が必
要となるが、地域性などにより全ての道路について同質のデータを集めるのは現実的ではない。
このようなデータ上の制約から、道路種別を限定した評価や一部区間のみを対象とした評価に
とどまる場合もあり、業績計画書ではその旨を明示するとともに、今後とも効率的なデータ収集
体制を確立し、体系的なデータ整備を進める。

②外部要因の存在

成果目標を左右する要因として、道路行政以外にも様々な外部要因（ドライバーのマナー向上
や沿道立地の変化）が考えられる。また、滋賀県や滋賀国道事務所だけではなく、各自治体の
施策の影響も大きい。これら外部要因の影響が大きい目標については、その目標達成に対する
それぞれの要因の寄与度を分析した上で、確実に内部の執行管理が可能な仕組みを確立する
ことが課題である。

③施策の効果が発揮されるまでのタイムラグ

施策の効果が発揮されるには、施策実施から一定の時間を要する場合が多く、また、指標の
計測やデータ取得自体にも時間を要する場合がある。したがって、実際のマネジメントに際して
は、関連する施策の進捗を示す指標等を用いて評価を行うことが必要である。

①データ収集上の限界と制約

合理的な成果目標を設定し、その成果を客観的に評価するためには、正確なデータ収集が必
要となるが、地域性などにより全ての道路について同質のデータを集めるのは現実的ではない。
このようなデータ上の制約から、道路種別を限定した評価や一部区間のみを対象とした評価に
とどまる場合もあり、業績計画書ではその旨を明示するとともに、今後とも効率的なデータ収集
体制を確立し、体系的なデータ整備を進める。

②外部要因の存在

成果目標を左右する要因として、道路行政以外にも様々な外部要因（ドライバーのマナー向上
や沿道立地の変化）が考えられる。また、滋賀県や滋賀国道事務所だけではなく、各自治体の
施策の影響も大きい。これら外部要因の影響が大きい目標については、その目標達成に対する
それぞれの要因の寄与度を分析した上で、確実に内部の執行管理が可能な仕組みを確立する
ことが課題である。

③施策の効果が発揮されるまでのタイムラグ

施策の効果が発揮されるには、施策実施から一定の時間を要する場合が多く、また、指標の
計測やデータ取得自体にも時間を要する場合がある。したがって、実際のマネジメントに際して
は、関連する施策の進捗を示す指標等を用いて評価を行うことが必要である。
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８．道路行政マネジメントの課題と今後の継続的改善


